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一 ．ゴゴ･凸L ･一二.=．. . :一・
八戸市立図書館 13 デジタル収集
立命館大学図書館(人文系文献資料室） 65 デジタル収集
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史料館旧蔵の資料群を中心とした当館収蔵歴史資料（アーカイブズ）の概要データベース及び資料目録データベース。
古典避集本文データベース
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『古筆切提要』以後に影印刊行された古筆切類の所収情報データベース。約23,000件。
アーカイプズ学文献データベース ‘
ｮ 凸 ＝一 二 一凸 L 一－ ■一一一 一ｮ 専 1 ｡■ 凸一一＝一一凸 一』 一 ﾕ ■ 巳 ．- --- --0 - . ．一&
アーカイブズ学に関する国内研究文献のデータベース。個々の文献で章立てがあるものは「内容」に全て採録。18,258件。
日本実業史博物館．:レクションデータベース
ニーーー ‐ 三.ご二宮ニニエざ二二三二二二一－ --－－ﾆｰ ．＝----. . .-- ‐_ ‐ _壱_._ －－－ =一ゞ---.---』
日本実業史博物館準備室旧蔵資料の内の絵画・器物・広告の資料情報6,936件と13,643件の画像を公開している。
館蔵神社明細帳データベースーー ‐_‐ _.‐ －－ －－－ － ．.ﾕｰ ｰｰ._- -.. ----___‐ ‐‐‐ ‐ ． ．‐ ‐ ‐ ‐ －－‐ ÷ 一…、--,_一_--- - -‘』
当館所蔵の戦前期における全国の神社明細帳に関する神社名・所在地・社格に関するデータベース。内務省管轄の公
簿として作成された原本は当館において閲覧提供している。43, 187件。























































デー‘タベース名 種類 41月 5月’ 6月 7月 81月 91月 10月 1月：
.
｣月「 1月 2月 3
－F ･ ﾛ.厚宕._
合計
図譜・雑誌所蔵目録(OPAC) 検索件数(h) 73,079 77，592 80,964 92,560 87,711 81,866 85,509 88，675 79，800 118,786 68，573 64，398 999,513
国文学論文目録データベース 検索件数(i) 57,024 67，772 69,313 70,910 45，498 49，817 69,570 71,518 68,582 58,511 35，448 29，203 693, 166
日本古典籍総合目録データベース 検索件数(i) 43，725 75，240 43,782 50．184 43,980 39，741 55，032 44,655 41．130 41,280 39．189 36，209 554．147
所蔵和古書･マイクロ／デジタル目録データベース 検索件数(i) 7,275 9，084 7,813 10,741 10,341 9,291 10,205 11，898 8，675 7,652 8，354 9,417 110,746
近代書誌・近代画像データベース 検索件数(i) 2，988 3，280 3,310 2，748 5,450 2，752 3,615 4，373 5,690 4，889 7，250 7．174 53,519
史料情報共有化データベース 利用回数(i) 2，985 4,551 4，093 3，747 6，572 3，913 4．111 4，788 4，282 5，200 5，218 3，688 53．148
蔵書印データベース 検索件数(i) 3，019 3,613 3，348 3．161 2，588 3，301 4．102 4,476 4,372 3,685 3，858 3，869 43，392
古典選集本文データベース（二十一代集） 検索件数(i) 1，857 3，036 3，232 2,693 1.723 1．933 3,317 2，771 3,200 3,824 2，640 2，768 32，994
歴史人物画像（古典キャラクター）データベース
(全文検索版） 検索件数(i) 2，588 2，806 1,739 2,461 2，757 2，222
3,589 2．135 2,401 2，599 1．485 1,400 28, 182
収蔵歴史アーカイブズデータベース 検索件数(i) 1，430 1，724 1,751 1，629 1,573 1．292 1，404 1.243 1，265 1．422 1．225 1．016 16，974
古典選集本文データベース（吾妻鏡） 検索件数(i) 929 1．652 1,416 1,530 1. 184 690 1．226 1．364 1,475 1．616 1．012 637 14,731
歴史人物画像（古典キャラクター）データベース
(HTMLページ） ページ閲覧数(a)
933 970 791 1．002 1. 111 770 1．462 889 964 1, 125 2, 128 2，276 14,421
日本古典資料調査データベース 検索件数(i) 734 913 1．020 1，254 1．119 1．327 1,063 1．034 1．422 1．269 1. 169 1.022 13,346
古事類苑データベース（全文検索版） 検索件数(i) 650 1.082 939 1,024 829 776 828 1．050 984 1．420 627 550 10,759
コーニツキー・欧州所在日本古番総合目録
データベース 検索件数(i) 320 488
217 168 873 1，591 1.542 1．081 1,048 1,381 171 145 9,025
古典学統合データベース
(地下家伝・芳賀人名辞典） 検索件数(i)
181 297 328 284 320 318 324 459 329 338 188 3，688 7,054
古事類苑データベース（テキスト版） ページ閲覧数(a) 272 344 335 293 340 285 305 297 312 320 1,674 1，670 6，447
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厨 磯:} : i:: : : 史」｝ 淵 5件 484件 約500,000点
寄能鐘料&
F■ ■ー_■■■ 一一■一一一■一■ I
毒騒璽職i
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22 山鹿文庫(1,321点）
嫌嘩蕃急
ﾛ帝■ i所縮 ザ二喧烈虐戦I ｌ侯 岬＝雛悉昌 4稚撫
1
1
55 陽明文庫 E 798-813 130
99 土佐山内家宝物資料館 A 648-715 299











シ6 東京理科大学近代科学資料館下浦文庫 E 1－66 900
HRSM 広島大学図番館 Y 1－25，69．70 38
KNIK 研医会図審館 Y 1－45 48
KSRM 宮内庁書陵部 Y 1－182 501
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ILL 68件 17 648枚 1件 1コマ
窓口 60件 11 487枚 0件 0コマ
郵送・FAX 29件 8 363枚 2件 717コマ
館内者 50件 9 469枚 1件 22コマ
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石川県立図書館 月明文庫 月明文庫目録 2,036
一宮市尾西歴史民俗資料館 小塚文庫 小塚文庫目録 386
魚沼神社 魚沼神社所蔵古典籍目録 64
関西大学図書館 長澤文庫 長澤文庫検索システム 2,929
実践女子大学図書館 黒川文庫 実践女子大学図書館所蔵黒川文庫目録 368
洲本市立図書館 洲本市立図書館伝来の古書目録 460
東海大学中央図書館 桃園文庫 桃園文庫目録下巻 8
同朋大学仏教文化研究所 水谷氏崇覚文庫ほか 同朋大学佛教文化研究所古番目録
(同朋大学佛教文化研究所紀要第18号･ 19号掲載） 1124
内藤記念くすり博物館 大同薬室文庫 大同薬室文庫蔵書目録 、 3，076
弘前大学附属図書館 田名部文庫 田名部文庫目録 222
弘前大学附属図書館 山本文庫 山本文庫目録 65
宮城教育大学附属図書館 宮城教育大学附属図番館所蔵本目録
(文庫・寄贈本・大型コレクション・古書） 173
















































































































































































































































































































































































































































































































1No i 利持物名 発行 I ： 輻集 』
1 ｢ふみ」古典籍共同研究事業センターニューズ第1号 平成26年6月 古典籍共同研究事業センター
2 ｢ふみ」古典籍共同研究事業センターニューズ第2号 平成26年11月 古典籍共同研究事業センター




l 料理献立集 2冊 49:183:1-2
2 料理方心得之事 1冊 49:186
3 飲膳摘要 1冊 49:286
4 百工秘術 3冊 49:287:1-3
5 古方便覧 2冊 49:288:1-2
6 医案類語 5冊 49:289:1-5
7 元治元年京都大兵火災図 1巻 49:290写
8 讃岐国名勝図会 刊 7冊 49:291:1-7
9 新編宮雛形 刊 1冊 49:292
lO 新編武家雛形 刊 1冊 49:293
ll 碑災秘番 写 2冊 49:294:1-2
12 晩学抄 写 1冊 49:295
13 蹴鞠五十三箇条 写 1冊 49:296
14 会席料理秘嚢抄 1冊 49:297
15 紙漉重宝記 刊 1冊 49:301
16 写本道中記 写 18冊 49:302:1-18
17 版本道中記 刊 5冊 49:303: 1-5
18 諸国図会年中行事大成 刊 6冊 49:308:1－6
19 諸国名所画譜 刊 1冊 49:309
20 江戸内めぐり 刊 1冊 49:310
21 東海道千里の友 刊 1冊 49:311
22 岐蘇路安見絵図 刊 1冊 49:312
23 物類品隙 刊 6冊 49:313:1-6
24 長命衛生論・秘伝長寿法 刊 1冊 49:314
25 食事養生解（食事戒） 刊 1冊 49:315
26 煎茶早指南 刊 1冊 49:316
27 花埴養菊集 刊 3冊 49:317:1-3
28 絵本通宝志 刊 10冊 49:318:1-10
29 坤輿図識補共 刊 7冊 49:319:1－7
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1冊 49:321刊31 酉晴雨考







































67 おらが春 刊 1冊ナ3:154
68 怪談春雨夜話 刊 1冊ナ4:1000
69 春色恵の花 刊 2冊ナ4:1001:1-2
70 仮名反古／一体草紙 刊 21冊ナ4:1002:1-21
71 武道伝来記 刊 1冊ナ4:1003
72 武家義理物語 刊 ll冊ナ4:1005:1-11
73 好色一代男 刊 1冊ナ4:982 一
74 諸道聴耳世間猿 刊 3冊ナ4:983:1-3
75 伊曾保物語 刊 1冊ナ4:985
76 絵本不知火草紙 刊 10冊ナ4:987:1-10
77 白縫諏（61種貼込帖） 刊 1冊ナ4:988
78 真書太閤記 寛政11年写 23冊ナ4:989:1-23
79 落噺屠蘇喜言 文政7年刊 1冊ナ4:990
80 種がしま 刊 1冊ナ4:991
81 升おとし 刊 1冊ナ4:992
82 世間妾形気 刊 1冊ナ4:993
83 忠義太平記大全 享保2年刊 12冊ナ4:994:1-12
84 宗祇諸国物語 貞享2年刊 5冊ナ4:995:1－5
85 絵本忠孝貞女鑑 刊 1冊ナ4:996
86 絵本馬術揃 刊 1冊ナ4:997
87 絵本名馬勢（合羽摺） 刊 2冊ナ4:998
88 絵本名馬勢（墨摺） 刊 2冊ナ4:999
89 富士一覧記 刊 1冊ナ5:178
90 義経千本桜 刊 1冊ナ7:86
91 道行集 刊 1冊ナ7:87
92 音曲大江岸 刊 1冊ナ7:89
93 節用集 元和5年刊 1冊マ3:135
94 書籍目録大全 刊 3冊ヤ0:117:1-3
95 高野大師行状図絵 刊 2冊ヤ4:330:1-2
96 地蔵菩薩霊験記 貞享l年刊 13冊ヤ5:561:1-13
97 本朝文則／永寿庭訓往来絵抄解 嘉永5年刊 1冊ヤ5:562
98 庭訓往来 刊 1冊ヤ5:563
99 万宝庭訓往来 文化3年刊 1冊ヤ5:564
100 江戸砂子 享保17年刊 6冊ヤ6:312:1-6
101 三山雅集 宝永7年刊 3冊ヤ6:313:1-3
102 香道蘭の園 写 1冊ヤ8:333
47






















刊 3冊 ワ3:259:1-3124 禅苑蒙求
安政5年刊 2冊 ワ4:100:1-2125 古文真宝後集
元禄5年刊 3冊 ワ4:101:1-3126 三体詩法
刊 3冊 ワ4:102:1－3127 三体詩法




安政2年刊 1冊 ワ9:49132 古文真宝前集
1冊 99:199写133 庭訓往来
刊 1冊 99:200134 立川普済寺版大方仏華厳経










139秘妙金輪法 写 l軸 ヨ2:80
140丹緑本蛤の草子 刊 1冊タ4:111
141 絵本頼朝一生記下の巻 刊 1冊ナ4:1006
142 万莱集断簡（柘枝切） 写 l葉 99:202
143 安政二年十月江戸大地震出火場明細記 刊 1冊ヤ3:163
144 百品考 -刊 6冊ヤ9:510:1-6
145三十六歌仙貝合歌譜 刊 1冊ナ2:585
146 百人一首かるた 写 l箱ヤ8:341
147古今私秘問 写 1冊 99:203





2冊 上4:1783:1-21 虚榮／生田葵山著；前筋，後篇．－－易風社, 1907.
1冊 上4:17842 売女／真山青果著．－－今古堂, 1912．--(新作文庫).
1冊 上4:17853 蒼白き巣窟／室生犀星著．－－新潮社, 1920
1冊 上4:17864 幅輻／室生犀星著．－－隆文館, 1921
1冊 上4:17875 踊／森田草平著．一一浜口書店, 1914
6 初懲／森田草平著．－-鈴木三重吉, 1915. --(現代名作集／鈴木三重吉編；第18編). 1冊 上4:1788
1冊 上4:17897 花間鴬／末廣重恭著．－－金港堂, 1888
1冊 上4:17908 はっ姿／小杉為藏著．－－春陽堂, 1900.
1冊 上4:17919 擬人廼夢：春曉撹眠：完／須藤光琿著．－－晩青堂書店，1887.
1冊 上4:179210 から松操／南翠外史箸．－－文昌堂, 1889
1冊 上0:473ll 荒村遺稿／白柳武司編．－－白柳武司, 1905
1冊 上4:179312 美しき氷河：室生犀生作集／室生犀生著．－－新潮社, 1921
1冊 上4:179413 ふしまちつき／須藤南翠著．－－春陽堂, 1891. -- (聚芳十種；第4巻）
1冊ハl:13514 史詩堕落仙人: [自筆草稿]/岩野泡鳴[著]．－岩野泡鳴, 19--
1冊 上5:24915 東京印象記／児玉花外著．一一金尾文淵堂，1911.
1冊 上4:179916 侠男児／山田美妙箸．－－青木樹山堂，1897
1冊 上4:180017 桃色絹／山田美妙箸．－－青木嵩山堂, 1902
2冊 上4:1801:1-218 小説女装の探偵／山田美妙著；前編，後編．－－青木嵩山堂, 1902.
1冊 上4:180219 妙な依頼／山田美妙著；小杉未醒画．－－朝野書店, 1910.
1冊 上4:180320 髪／田山花袋著．－－左久良書房, 1912
1冊 上4:1809:121 良人の自白／木下尚江著；上篇．－20版一一前川又三郎：杉本要, 1908
1冊 上4:1809:222良人の自白／木下尚江著；中篇，綱篇．－－金尾文淵堂, 1905.
1冊 上4:1809:323 良人の自白／木下尚江著；下篇．－－木下尚江：由分社, 1905
1冊 上4:1809:424 良人の自白／木下尚江著；綱篇．－－5版．－－梁江堂，1908.
1冊 上4:1810:125 鯉か肉か／木下尚江著；上篇．－－金尾文淵堂, 1907
1冊 上4:1810:226 鍵か肉か／木下尚江著；下篇．－－梁江堂，1908.
1冊 上4:181127 飢渇／木下尚江著．－－昭文堂, 1907
1冊 上4:181228 墓場：小説／木下尚江著．－－昭文堂, 1908
1冊 上5:25129 俄悔／木下尚江著．一一金尾文淵堂, 1906
1冊 上4:181330 荒野／木下尚江著．－－昭文堂, 1909
1冊 上4:181431 小説勢働／木下尚江著．－－昭文堂, 1909
1冊 上4:181532 乞食：小説／木下尚江著．－－昭文堂, 1908.
1冊 上4:181633 火宅：小説／木下尚江著一一弘學館書店, 1910




36 神人間自由／木下尚江著．－－中央公論社, 1934. 1冊 上5:252
37 法然と親鴬／木下尚江著．－－再版．一一金尾文淵堂, 1911 1冊エ3:468
38 田中正造翁／木下尚江著．－－新潮社, 1921 1冊 ウ4:231
39 ぎよあい集／東亜協會文蕊部編．一一弘道館, 1908 1冊 上0:479
40 出産／徳田秋聲著．－－左久良書房, 1909. 1冊上4:1817
41 秋声叢書／徳田秋声著．－－博文館, 1911. --(名家小説文庫；第9編). 1冊 上4:1818
42 足迩：小説／徳田秋聲箸．－－新潮社, 1912. 1冊 リ6:515
43 小説入門／徳田秋聾著．－－春陽堂, 1918. --（文芸研究叢書；第2編)． 1冊 上4:1819
44 秋竪傑作集／徳田秋聾著；第1巻，第2巻．－－新潮社，1920. 1冊 上4:1820
45 雛るふ心／徳田秋声著．－－金星堂, 1922. --(金星堂名作叢書；第2) 1冊 上4:1821
46 凋落／徳田秋聾著．－－榎本書店，1924 1冊 上4:1822
47 龍の小鳥：短篇集／徳田秋聾箸．－－文蕊日本社，1925. 1冊 上4:1823
48 蘇生／徳田秋聾著．－－新潮社, 1926. 1冊 上4:1824
49 勲章／徳田秋声著．－－中央公論社, 1936. 1冊 上4:1825
50 思ひ出るま上／徳田秋声著．－－文学界社, 1936 1冊 上5:253
51 光を追うて／徳田秋聾著．－－新潮社, 1939. 1冊 上4:1826
52 老眼鏡／徳田秋聲箸．－－高山書院, 1940 1冊 上5:254
53 チビの魂／徳田秋声箸．－－青木番店, 1940. -- (文化叢書；第7). 1冊 上4:1827
54 和解／徳田秋聲箸一一豊國社, 1941. 1冊 上4:1828
55 西の旅／徳田秋聲箸．－－豊國社，1941 1冊 上4:1829
56 花が咲く：徳田秋聲短篇傑作集／徳田秋聾箸．－－人文書院，1941 1冊 上4:1830
57 挿話／徳田秋聲著．一一櫻井書店, 1942. 1冊 上4:1831
58 秘めたる恋：長篇小説／徳田秋声箸．－－東方社, 1947 1冊 上4:1832
59 灰儘：長篇小説／徳田秋竪箸．－－東方社，1948 1冊 上4:1833
60 黄昏の薔薇／徳田秋声箸．－－東方社, 1949 1冊 上4:1834
61 日本新世界／牛山良介著．－－成文堂, 1887 1冊 上4:1835
62 DieTHnzerin/vonMori.DerLondonTower/vonNatsume;0bersetztvonK.Koike.--Nankodo, 1917. 1冊 上4:1836
63 資業家百傑傳／坪谷善四郎箸；第1編一第6編．－－東京堂書房，1892. 2冊ホ4:77:1-2
64 実録泉嶋吉／[古川新水稿］；乾坤亭補綴．－－柳沢平，1889 1冊 上4:1837
65 能文自在：中等教育／川島菱園著．－－井上市松, 1905. 1冊 ミ5:286
66 人道教／吉田平二郎著作．－－再版．－－［出版者不明], 1890. 1冊エ0:66
67 日講記聞／(蘭)抱濁英口授;[大阪圏學校編];巻之1-巻之11.--秋田屋善助,1---. 11冊ヤ9:508:1-11










1冊 ラ8:12673 懐中三用便／青木輔消編．－－正栄堂, 1877
2冊力0072074 活世界．－－1號（明23.12) -
5冊シ0130075 劇場珍報．－1號（明ll.8) -















































































































































































































































































































































































究一｣、文芸研究126号日本文学専攻特集号、 pp.12 (203～214) (査読付き、明治
大学文学部『文芸研究』編集、3月26日発行）
「浮世絵を研究するために－役者見立絵の考証を中心に－｣、総合研究大学院大学
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氏名
‐一二一や
i目'的国j;‘ ; I I『、 恭邦出国|団 奉邦帰国日
1 研究部教授 陳 捷 中国 H26.4.30 H26．5．10
2 研究部准教授 相田 満 台湾 H26.5．7 H26.5．12
3 館長 今西祐一郎 米国 H26.5.21 H26.5.26
4 研究部准教授 入口敦志 韓国 H26.5.23 H26.5.25
5 館長 今西祐一郎 バチカン市国 H27.6.6 H27．6．11
6 研究部准教授 青木 睦 バチカン市国 H26.6.8 H26.6. 16
7 研究部教授 陳 捷 中国 H26.6.27 H26.7．1
8 研究主幹 田中大士 韓国 H26.7.28 H26.7.30
9 研究部教授 大高洋司 韓国 H26.7.28 H26.8.2
10 研究部教授 陳 捷 韓国 H26.7.28 H26.8.2
11 研究部准教授 入口敦志 韓国 H26.7.28 H26.8.2
12 館長 今西祐一郎 韓国 H26.7.29 H26.7．30





15 研究部准教授 野本忠司 英国、アイルランド H26．8．19 H26.8.30
16 研究主幹 小林健二 スロベニァ H26.8.26 H26.9.2
17 研究部准教授 海野圭介 スロず､ミニア H26.8.26 H26．9．2
18 研究部准教授 相田 満 台湾 H26.8.26 H26.9.2
19 研究部教授 陳 捷 中国 H26,9．1 H26．9.14
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21 研究部准教授 太田尚宏 バチカン市国 H26.9.7 H26．9．19
22 研究部准教授 西村慎太郎 バチカン市国 H26．9．7 H26．9．19
23 館長 今西祐一郎 フランス、ベルギー H26.9.13 H27.9.21
24 研究部助教 加藤聖文 バチカン市国、英国 H26．9．14 H26.9.24
25 研究部准教授 青木 睦 バチカン市国 H26．9．16 H26．9．28
26 館長 今西祐一郎 カナダ H26.9.24 H26.9.29
27 研究部教授 伊藤鉄也 カナダ H26.9.24 H26.9.29




韓国 H26．10．9 H26．10. 12
30 研究部准教授 相田 満 台湾 H26．10．19 H26．10．24
31 研究部准教授 海野圭介 中国 H26．10．24 H26. 10．28
32 研究部教授 陳 捷 台湾 H26．10．31 H26．11.3
33 研究部助教 加藤聖文 米国 H26．11．2 H26．11.7
34 研究部教授 陳 捷 中国 H26．11．10 H26．11. 19
35 研究部助教 加藤聖文 韓国 H26.11.20 H26.11．22
36 館長 今西祐一郎 台湾 H26. 11.21 H26．11．23
37 研究部准教授 野本忠司 シンガポール H26．12．1 H26. 12．4
38 研究部教授 陳 捷 台湾 H26．12．4 H26．12．8
39 研究部教授 陳 捷 ベトナム H26.12. 16 H26．12．21
40 研究部准教授 海野圭介 ベトナム H26．12．16 H26．12．21
41 研究部准教授 入口敦志 ベトナム H26．12．16 H26．12．21
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井黒佳穂子 韓国 H27．1．15 H27.1. 18
46 研究部助教 野網摩利子 英国 H27.2.3 H27．3．17
47 研究主幹 大友一雄 バチカン市国 H27.2．8 H27．2．15
48 研究部准教授 青木 睦 バチカン市国 H27.2.8 H27．2．16
49 研究部教授 山下則子 米国 H27.2.8 H27．2．14
50 研究部教授 神作研一 米国 H27.2.8 H27．2．20
51 館長 今西祐一郎 米国 H27.2. 14 H27.2.20
52 研究部准教授 入口敦志 米国 H27．2．14 H27.2.20
53 研究部教授 陳 捷 中国 H27.2．15 H27.2.20
54 研究部助教 加藤聖文 ロシア H27．2．15 H27.2.21
55 研究部教授 伊藤鉄也 英国 H27．2.18 H27．2．22






58 研究部准教授 相田 満 中国 H27.3．1 H27.3.7
59 館長 今西祐一郎 米国 H27.3.4 H27．3．9
60 研究部教授 神作研一 オランダ H27.3.5 H27.3.9





63 研究部教授 陳 捷 中国 H27.3. 18 H27．3．26
64 研究部准教授 海野圭介 米国 H27．3．19 H27．3．27
65 研究部機関研究員 谷川ゆき 英国 H27．3.23 H27.3.28
｛Ⅸ海外出張・研修一覧
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平成26年 月16日（火) 15: 00～17 : 10
主婦会館プラザエフ 9階スズラン
旨について
研究環境基盤部会関係のヒアリングについて
算要求について
126
卜ｆＩ‐
X各種委員会委員一覧
今後の方針について
拠点主導共同研究について
拠点所蔵古典籍の撮影について
各種委員会報告
センター報告 ・
共同研究の進捗状況について（拠点主導以外）
その他
４５６７８９ｍ
第2回平成27年3月17日（木) 15:00～17: 10
場所主婦会館プラザエフ地下2階クラルテ
1 前回議事要旨について
2 プロジェクト事業計画予算について
3画像情報撮影計画について
4 システム構築について
5科学研究費補助金（新学術領域研究）への
6 シンポジウムの開催について
7各種委員会実施状況について
8平成27年度の予定について
9 その他
申請に向けての準備状況について
塞諾§灘蔑助…
今寺大小田大古井岡谷酒員委
祐一郎
恒世
一雄
健二
大士
洋司
蔵
順二
耕作
潤
量基
館長
副館長（企画調整担当）
研究部研究主幹（教授）
研究部研究主幹（教授）
研究部研究主幹（教授）
研究部教授
研究部教授
管理部長
管理部総務課長（平成26年8月1日から）
管理部財務課長
管理部学術情報課長
西島友林中高瀬深田口井
平成26年度開催状況：
第1回平成27年3月11日（水）
場所第2会議室
【報告事項】
1 賛助会会員について
ll :00～11 :50
127
ｌｌ４ＩｌｌｊｌｊＩＪＩ■Ｉ１１４４０ｊＩｌｌＪＩＩｌｑｌＩ■、０Ⅱ，００７１０１０１０１９１■０１ⅡｌＩｑｌ１ｌ０１．．０００，１１１０卜０トーＩＰＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ巾４１１１１‐１１
〈2 日本古典文学学術賞選考委員会の委員について
【協議事項】
1 第8回日本古典文学学術賞選考スケジュールについて
2 その他
（1）賛助会運営委員会委員長及び副委員長について
（2）賛助会運営委員会規程について
ｌ６ｌｌりｆｌｌ‐１１１１１日ⅡＩ４１１００１ｈｌ■ＩＩＩＩＩ６０ｌ■■ｌ■ｌｌ１ＩⅡｌＩＩｌｌ０ｌ‐１
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Ⅲ運営会議委員・幹部職員一覧
運営会議委員幹部職員-ゞ
1．運営会議委員
・ ノ
$…… ※（五十音順）職名は平成26年度のもの
（館外）
浅野秀剛
アレクサンドル・ドーリン
井口和起
伊藤早苗
上野健爾
大谷雅夫
木村茂光
小島孝之
中島国彦
長島弘明
身崎 壽
村上征勝
（館内）
大高洋司
大友一雄
落合博志
小林健二
田中大士
谷川惠一
寺島恒世
古瀬 蔵
山下則子
渡辺浩一
大和文華館長
国際教養大学国際教養学部教授
京都府立総合資料館非常勤顧問
九州大学応用力学研究所教授
四日市大学関孝和数学研究所長
京都大学大学院文学研究科教授
帝京大学文学部史学科教授
東京大学名誉教授
早稲田大学文学学術院教授
東京大学大学院人文社会系研究科教授
北海道大学名誉教授
同志社大学文化情報学部教授
研究部教授
研究部研究主幹・教授
研究部教授
研究部研究主幹・教授
研究部研究主幹・教授
副館長（研究担当）
副館長（企画調整担当）
研究部教授
研究部教授
研究部教授
…2幹部職員一覧
祐一郎
恒世
惠一
今西
寺島
谷川
館長
副館長（企画調整担当）
副館長（研究担当）
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【研究部】
研究主幹
研究主幹
研究主幹
雄二士大小田友林中
一
健大
【情報事業センター】
センター長（併任）
調査収集事業部長
電子情報事業部長
情報資料サービス事業部長
学術企画連携部長（併任）
寺島恒
落合博
古瀬
大高洋
大友一
世志蔵司雄
【古典籍共同研究事業センター】
センター長（兼任）
副センター長
今西祐一郎
山本和明
【総合研究大学院大学文化科学研究科日本文学研究専攻】
専攻長 山下則子
【管理部】
管理部長 井深順二
※古典籍共同研究事業センター事務室長（兼任）
総務課長（平成26年8月
財務課長
学術情報課長
1日から）岡 田耕作
口 潤
井量基
谷酒
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大学院教ゞ
1．総合研究大学院大学について
【概要】
総研大日本文学研究専攻では、学位論文審査に出願のあった課程博士2名（適用者含む）及び
論文博士2名に対し､公開論文発表会を含めた学位論文本審査を行った｡その結果は2月27日の文
化科学研究科教授会に附議され、3月24日に学位記（博士）を授与された。
新入生として1名（12期生）の受入れを行い、合計10名に対し研究指導を行った。その年度の
研究計画に沿った研究指導を行い、11月27日の中間報告論文研究発表会を経て、中間報告論文が
提出され､専攻委員会における審査の結果、11期生1名、12期生1名の論文を受理し、認定した。
また、次年度の入学者選抜を実施し、13期生として2名を合格とした。
(1)文学研究専攻の運営
専攻の全般にわたる運営は、専攻長の元に置かれた専攻委員会において行っている。専門的な
事項については､専攻委員会の下に教育研究委員会及び入学者選抜委員会を置いて審議している。
本年度は、教授14名、准教授10名が担当し、3月末に1名（山田哲好准教授）が定年のため退
任した。
(2) ｡総合研究大学院大学及び文化科学研究科における活動
①総合研究大学院大学教育研究評議会
本年度は4回開催され、委員として専攻長が出席した。
②総合研究大学院大学教育研究委員会
本年度は3回開催され、専攻から選出された担当教員が出席した。
③文化科学研究科教授会
本年度は定例で2回開催され、構成員である担当教員が出席した。
④文化科学研究科専攻長会議
TV会議方式と対面方式の両方により、定例で12回開催された。(8月休会）
⑤その他全学及び研究科会議
総合研究大学院大学が主催する全学的な会議に専攻から選出された教員が参加した。
・全学事業担当教員会議
・附属図書館運営委員会電子資料専門部会
・文化科学研究科『総研大文化科学研究』編集委員会
・文化科学研究科学術資料マネジメント教育プログラム開発委員会
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(3)教育研究指導
教育研究指導分野として4分野をたて、授業科目数26科目、24名の担当教員により日常的な指
導を行った。学生数は7期生2名、8期生2名、9期生1名、10期生2名、11期生1名、12期生
1名の合計9名（休学者1名含む）である。
学生の教育研究指導については、主任指導教員が責任者となり、2名の副指導教員と共に、き
め細かに対応している。学生の学位論文の課題に応じて、基盤機関及び外部の研究会、学会に参
加させるなど、より高度な専門教育研究指導を行っている。
本年度は、前・後学期を通じて8科目が開講され、単位認定を行った。中間報告論文研究発表
会は11月27日に行われ、11期生1名及び12期生1名が発表し、講評を行った。これを受けて提出
された中間報告論文は、審査の結果、2名を合格とした。
また、本年度は学位請求論文審査の出願及び申請が計4件あり、それぞれ学位論文公開発表会
及び本審査を行い、2月27日の文化科学研究科教授会の審議を経て、3月24日に博士号が授与さ
れた。
(4)専攻委員会
専攻長（山下則子教授）が議長を務め、担当教員全員（本年度は24名）が構成員となる専攻委
員会では、当専攻の教育研究に関する重要事項について審議・決定している。教育研究指導、学
事処理､文化科学研究科･葉山本部への対応等、日本文学研究専攻の運営に全責任を負っている。
専門委員会である教育研究委員会、入学者選抜委員会等の議を経た事項等を審議するため定例
で行われ、平成26年度は13回開催した。
(5)教育研究委員会の活動
教育研究委員会（委員長：古瀬蔵教授）は、担当教員のうち専攻長を含めた11名から成り、専
攻の学生の教育研究及び厚生補導に関する必要な事項について審議した｡本年度は12回開催した。
①カリキュラム
カリキュラムの改訂を若干行った。
②講義
学生が教育研究指導を受ける科目時間割の設定、科目の確定とシラバスのとりまとめ、履修
計画の決定などを行い、前・後学期の講義を実施し（全8科目）、講義科目ごとの成績を厳正
に評価し、単位を認定した。
③中間報告論文
11月27日、中間報告論文研究発表会（公開）を開催し、11期生1名及び12期生1名が発表を
行い、指導教員からの講評に続いて活発な質疑が行われた。学生は発表に基づいて中間報告
論文をとりまとめ、2月に提出、3名の指導教員による審査を経て合否判定を行い、最終的
に専攻委員会で2名を合格と判定した。
④学位論文審査
本年度は、博士取得希望者4名の学位論文予備審査を行い、4名を合格とした。この4名よ
り11月に学位論文本審査の出願及び申請があり、論文審査、公開発表会、2月27日の文化科
学研究科教授会の審議を経て、3月24日に博士号が授与された。
⑤教育研究資源の充実
学生の意思を汲み上げながら、基本及び専門図書並びに学術誌の選定・充実につとめた。
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(6)入学者選抜委員会の活動
入学者選抜委員会（委員長：渡辺浩一教授）は、専攻長を含めた8名から構成され、入学者選
抜に関する必要な事項について審議を行った。広く学生を募集するための方策を検討、可能な限
り実施し、また、次年度の入学者選抜を行った。本年度は4回開催した。
①募集要項の作成と配布
平成27年度の入学者の募集要項を作成し、配布すると同時に多面的な広報を行った。
②広報活動
a)入試説明会及び入学者募集のポスターをそれぞれ作成し、全国の大学・公共図書館等約
200件に掲示を依頼した。
b)入試説明会及び入学者募集のチラシを作成して、国文学研究資料館の各種行事参加者に
配布し、周知に努めた。また、教員が参加する学会などでも配布した。
c)多摩モノレールの主要8駅で、入試説明会及び入学者募集ポスターの掲出を約2ヶ月間
行った。
d)インターネットを利用した、GoogleやYahoo!japan等の検索エンジン連動広告を行い、
当専攻の紹介に加え入学者の募集を行った。
③大学院入試説明会
10月25日に国文学研究資料館において「入試説明会」を実施した。本年度は、①専攻につい
ての説明（専攻長）②入試についての説明（入学者選抜委員長）③総研大施設案内④現役
院生との懇談⑤特別講義（日本文学研究専攻小山順子准教授）聴講⑥専攻担当教員の研
究室訪問を行った。参加者は4名であった。
④入学者選抜試験の実施
平成27年度の入学者選抜試験を実施した。4名の出願者があり、第1次試験（論文審査）で
は、出願者1名につき3名の委員が審査を行い、合格と判定した。第2次試験（面接試験）
では、第1次試験の合格者に対して、9名の面接官による面接を行い、合否判定を行った。
その結果は文化科学研究科専攻長会議で承認され、1名は入学手続きを行った。
(7)広報活動
入学者選抜委員会を中心に、ポスター、チラシ、基盤機関のホームページ、専攻概要、入試説
明会等を通じて広報に努めている。またインターネット広告を利用した広報活動に努めており、
GoogleAdWords、Yahoo!スポンサードサーチ、Yahoo!インタレストマッチを用いて、当専攻に関
心のありそうなインターネットユーザーに広告を表示し、当専攻のホームページに誘導するよう
にした。加えて、「国文研ニューズ」に専攻紹介の欄を設けて、様々な実績をアピールしている。
(8)教育研究プロジェクト
当専攻では、研究活動を行いつつ大学院教育に資することができるよう、教育研究プロジェク
トを実施している。具体的には、担当教員が学会、研究会、外部の所蔵機関の資料調査等を行う
際に学生を同行させ、現場にて教育・研究指導を行っている。これにより学生は、学位論文作成
に向けた準備を行うとともに、また自立した研究者としての自覚を促している。本年度は、延べ
10名の教員により、7つのプロジェクトが実施され、延べ8名の学生が指導を受けた。
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(9) 日本文学研究専攻特別講義
本年度も、本専攻独自の事業として特別講義を2回開催した。
第1回特別講義（10月25日開催）
「本歌取り成立前史」小山順子（日本文学研究専攻准教授）
第2回特別講義（1月7日開催）
①「最後の文書整理と目録編成一佐渡国加茂郡原黒村（現・佐渡市）鵜飼家文書一」
山田哲好（日本文学研究専攻准教授）
②「｢つれづれ」の世紀一中世から近世へ－」
川平敏文（九州大学准教授）
(10)文化科学研究科連携事業
文化科学研究科では、研究科の学生に、先導的で国際的に活躍できる高度な専門的知識及び学
力を取得させると共に、関連諸分野と有機的に連動できる、創造性豊かで優れた専門応用能力を
酒養する目的で、文化科学研究科連携事業を実施している。本専攻の事業実績は以下のとおりで
ある。
①｢総研大文化科学研究」刊行事業
査読付きジャーナル「総研大文化科学研究」第11号に、当専攻からは、武居雅子氏、粂汐里
氏の論文が掲載された。
②学生派遣事業
研究を深化させ、学位請求論文の作成に必要な調査や研究発表のため、1．名の学生を国外に
派遣した。（成果発表及び調査活動1件）
．③学術交流フォーラム
12月20日・22日の日程で、国立民族学博物館にて、文化科学研究科の学生企画委員を中心と
して学術交流フォーラムが開催された。当専攻からは学生企画委員1名が企画運営に関わっ
たのをはじめ、教員5名が参加した。
④学生企画委員事業
学生企画委員（黄昼氏）が、学術交流フォーラムの企画・運営を中心に、文化科学研究科連
携事業の推進に積極的に協力した。
(11）文化科学研究科学術資料マネジメント教育プログラム
文化科学研究科の教育プログラム「学術資料マネジメント教育プログラム開発によるグローバ
ルな人文研究者の養成機能強化」が文部科学省の事業に採択され、専攻間の枠を超えた連携を図
り、各基盤機関の所蔵する学術資料を活用したコースワークを目指し、高度な専門性を兼ね備え
たグローバルな人文研究者の養成を図る事業が行われる。
これに対応するため、文化科学研究科長の下に「学術資料マネジメント教育プログラム開発委
員会」が設置され､各専攻から委員を選出し、コースワークの試行を行うなど準備を行っている。
(12）施設・設備の整備
日本文学研究専攻には、院生室、院生図書室、学生談話室（学習・懇談・会議など多目的に利
用)、講義室（3室)、専攻長室が割り振られている。本年度も各施設・設備の一層の整備につと
めた。I
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(13）予算
総研大からの専攻運営費により、専攻の活動を滞りなく実施した。
2．特月|｣共同利用研究員について
【特別共同利用研究員制度】
特別共同利用研究員制度は､国公私立大学の要請に応じ､大学院における教育に協力するため、
学生を受入れて研究指導を行う制度である。
当館では､昭和54年度から大学院教育協力制度を発足させ､大学院生の受入れを開始し、平成10
年度に特別共同利用研究員制度に改めて、受入れの拡充を図った。
受入人員は毎年10名程度で、受入対象者は大学院に在籍し、日本文学、歴史学及びこれらに関
連する分野を専攻する者である。受入期間は1年間。
【受入れ】
平成26年度は、2大学から5名の申込みがあり、平成26年4月23日に開催した第1回大学院教
育委員会の審議を経た後、館長が5名を特別共同利用研究員（以下「研究員｣）としての受入れを
許可した。
研究員の在籍大学、課程は下記のとおりである。
〈大学別〉国立大学1校、4名
私立大学1校、1名
く課程別〉博士前期（修士） 課程5名
【オリエンテーション】
特別共同利用研究員オリエンテーションを平成26年5月27日に開催し、研究員及び指導教員の
自己紹介に続き「特別共同利用研究員ガイドブック」に基づき、事務担当者から事務手続きや当
館資料閲覧利用等に関する説明を行い、最後に研究員と指導教員が研究計画等の打ち合わせを
行った。
【研究修了】
研究修了に伴い、研究員から研究報告書、指導教員から研究指導報告書が提出され、1月に開
催した第3回及び第4回大学院教育委員会で、これらの報告書に基づき個別に審査した結果、研
究員5名を修了者として認定した。
これを受けて、研究員に「研究修了証明書」を、所属大学の研究科長に「特別共同利用研究員
研究指導修了通知書」を送付した。
【次年度の募集】
平成27年度特別共同利用研究員の募集要項、ポスター等を作成し、全国の主だった大学院に郵
送するとともに、国文学研究資料館のホームページにも募集要項を掲載した。
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（1）自己点検・評価及び外部評価について
当館の事業及び研究について、評価委員会及び外部委員を含む各種委員会において、自己
点検・評価を行い、その結果に基づき、人間文化研究機構の平成26事業年度に係る業務の実
績に関する報告書を作成するとともに、外部委員から出された意見を汲み上げ、当館の運営
の改善に努めた。
（2）事務の合理化について
平成24年度から実施している当館所蔵資料の蔵書点検の外部委託について、継続して実施
し、事務の効率化を図った。
また、「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」について、「古典籍
データベース研究事業センター」を「古典籍共同研究事業センター」に改組し（平成26年4
月）、日本語の歴史的典籍データベースの構築に加え、データベースを活用した共同研究を実
施する事業を行う組織とした。
（3）事務職員・技術職員の選考・採用・人事交流状況
平成26年度においては､新規職員として事務系2名（9月1日付け、10月1日付け)、図書
系1名（9月1日付け)、転入職員1名（9月1日付け）を採用したほかに人事の活性化を図
るため、以下のとおり他機関との人事交流を行った。
・東京農工大学より1名（4月1日付け）
（4）外部資金による任期付き採用について
科学研究費補助金による研究支援者（リサーチアシスタント）を平成26年4月1日に5名
（新規2名、継続3名)、プロジェクト研究員を4月1日に3名（継続3名）を採用した。ま
た、機構連携研究でプロジェクト研究員を4月1日に2名（新規1名、継続1名)、日本関連
在外資料調査研究でプロジェクト研究員を4月1日に1名（継続）それぞれ採用した。
（5）職員の研修について
①職務に対する理解を深めるとともに、職員の業務遂行能力の向上及び当館での業務だけで
は得難い知識の取得をさせることにより優秀な人材を育成するため、国立大学協会等外部
機関が主催する研修会への積極的に参加させた。
②新規採用職員を対象とした研修会「事務分掌・業務説明会｣、課長補佐、係長を対象とした
ハラスメント防止研修を実施した。
③意欲と能力のある事務職員のキャリア形成等について必要な助言、指導を行い、当該職員
を側面から支援することによってその成長と組織適応の促進を図るため、試行的にメン
ター制を導入した。
④安全で快適な職場環境の維持・確保に努めるため、職員を防災センター要員講習に受講さ
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せた。
（6）超過勤務の管理について
超過勤務縮減のため、各課・係の業務内容、分担等の見直し及び業務の効率化について繰
り返し要請を行った。
（7）職員の福利厚生について
年1回の健康診断の実施、引き続き職員の人間ドッグ受診時の費用を一部負担することの
ほか、産業医を講師として医療全般に関する内容で研修を実施するなど、職員の健康の保持
増進に努めた。
（8）国文研フォーラムについて
平成23年度より、当館の研究者が行っている研究を、大学院生を含む館外の幅広い研究者
との交流の場へと開いていくことを目指し、当館の研究活動の成果発信へ向けた取り組みの
一環として、国文研フォーラムを実施しており、平成26年度は9回開催した。
（9）研究連携について
①連携研究、日本関連在外資料調査研究事業
人間文化研究機構内を構成する各機関の連携研究を推進するため、当館においても機構内
連携研究、日本関連在外資料調査研究事業に取り組んだ。
．「オランダ国ライデン伝来のブロンホフ、フイッセル、シーボルト蒐集日本書籍の調査研
究」（日本関連在外資料調査研究）
・バチカン図書館所蔵マリオ・マレガ収集文書の保存・公開に関する調査・研究（日本関
連在外資料調査研究）
②科学研究費助成事業等における連携状況
科学研究費助成事業による研究活動においても、研究の目的上国内外の当館以外の研究者
↓ との連携が不可欠な課題があり、有意義且つ効果的な連携研究が行われている。
(10）研究者の交流について
①客員教員
当館の共同研究への参加を条件として採用を行うこととし､各研究代表者が適任者を選考、
研究業績等を記入した選考調書を作成し、その選考調書に基づき研究部会議及び主幹・部
長会議において選考及び客員教授及び客員准教授の称号付与について協議し、運営会議の
議を経て館長が決定する。
・平成26年度の採用状況
教授2名、准教授2名（所属別国立大学2名、私立大学2名）
・平成27年度の採用計画
教授2名、准教授1名（所属別国立大学2名、私立大学1名）
②機関研究員
高度な研究能力を持つ若手研究者の養成及び共同研究等の推進を図るため、採用は公募に
て行い､研究部会議において候補者を選出し､主幹･部長会議の議を経て館長が決定する。
・平成26年度の採用状況6名
・平成27年度の採用計画6名
③外来研究員
私費、外部資金及び他機関等からの経費負担による研究者について、積極的に受け入れて
おり、平成26年度は11名（内外国人6名）を受け入れた。
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(11）外部資金について
当館の研究内容は、受託研究、民間等との共同研究等にはなじみにくい分野であり、競争
的研究資金の獲得としては、科学研究費助成事業、財団等が募集する研究助成金、その他の
寄附金を積極的に受け入れている。
また、科学研究費助成事業に関して、不採択となった研究課題のうち、日本学術振興会の
評価が高かった研究課題について、次年度の採択に向けて申請者に対し支援を行った。
さらに､教職員間で意見交換会を行い､外部資金の取り扱いについて理解を深めることで、
不正行為及び不正使用の防止に努めた。
(12）リサーチアシスタントについて
若手研究者育成の観点から、当館においてもリサーチアシスタントを採用することとし、
各共同研究に配置し、研究の補助者として当該研究活動に必要な補助業務を行わせている。
採用に当たっては、従事する共同研究の研究代表者が適任者を検討し、学生（候補者）及び
所属大学の主任指導教授から内諾を得て、選考調書を作成し、研究部会議で協議し、主幹・
部長会議の議を経て、館長が決定している。
・平成26年度の採用状況6名
（所属別国立大学2名、私立大学4名）
（研究分野別国文学系3名、歴史学系3名）
うち、当館が基盤機関である総合研究大学院大学文化科学研究科日本文学研究専攻の学生
は2名。
共同研究に参画させ、研究活動の効果的推進、研究体制の充実を図る一方で、若手研究者
の研究能力の育成を目指しており、任用期間終了後には指導を担当する教員からリサーチア
シスタント研究指導報告書を、本人からリサーチアシスタント研究成果報告書の提出を義務
づけている。
(13）知的財産関係について
法人化を契機に、今まで以上に知的財産の保護、円滑な管理及び専門家の養成などが急務
となっており、知的財産委員会を組織した。
また、人間文化研究機構における知的財産管理室へ2名の職員を併任させるとともに、知
的財産セミナーやシンポジウムへ積極的に参加させるなど、当館における知的財産の創造、
保護及び活用に対する意識の向上に努めた。
(14)公的研究費執行の不正防止について
研究費の不正な使用を防止するため、研究費執行のルール及び不正使用した場合の重大
性・危険性について、教員連絡会等において説明し、周知徹底を図っている。
’
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鍵灘霧
（1）平成26年度予算について
当初配分額は、1,212,520千円である。
このうち、当館の事業、研究及び管理のための予算として、人件費を除いた431,568千円に
ついて館内配分を実施した。
館内への予算配分に当たり、当館の中期計画及び年度計画に沿った事業については、各事
業部や研究部等から、館長、副館長、管理部長等がヒアリングを行い、前年度の執行状況や
決算等を総合的に勘案し、予算編成を行った。
（2）特別経費について
特別経費「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」の経費として
150,000千円が措置され、古典籍データベース研究事業センターを古典籍共同研究事業セン
ターに改組､特任准教授の採用及び館内の情報系教員のセンター併任による実施体制の強化、
館所蔵資料を中心に累計約54,000点の画像データを作成、総合書物学の構築を目指す共同研
究7件及び公募による共同研究5件を開始、国際共同研究準備研究2件を実施など、事業を着
実に推進した。
（3）危機管理について
防災対策の一環として、平成26年12月16日に立川消防署立会のもと、情報．シj
機構（国立極地研究所及び統計数理研究所）と合同地震火災総合訓練を実施した。
また帰宅困難者対策として200名分の毛布等の備蓄を確保した。
ステム研究
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:賛助÷
【概要】
国文学研究資料館では、平成19年度から、当館が行う日本文学研究の推進、若手研究者への奨
励、国際交流及び社会連携等の諸活動に幅広く支援を得るために賛助会を設置し、平成26年度の
会員数は、特別会員1名、賛助会員（個人）45名、賛助会員（団体）1名である。
【会員募集要項】
1 募集対象
当館の事業趣旨に賛同する個人・団体を対象。
2 会員期間
入会日から入会日の属する年度の年度末まで。
3 寄附金
特別会員 一口 10万円
賛助会員（個人） 一口 3千円
賛助会員（団体） 一口 1万円
4入会申込みと寄附金払込みの方法
入会にあたっては、「会員募集のご案内」に添付の申込書を郵送してもらう。
別途、当館から入金に関する案内を返送する。
5 入会した際の優待
（1）当館が開催する講演会、展示、シンポジウム、研究集会等の催し案内を送付する。
（2）当館が刊行する広報誌（概要・ニューズ）を送付する。
（3）特別会員、10口以上の賛助会員（個人）及び3口以上の賛助会員（団体）は、希望により
館内に名前（社名等）を掲示する。
（4）特別会員及び10口以上の賛助会員（団体）は、希望により当館のホームページに社名等を
掲載する。
（5）その他、当館が主催する催しについて各種優待をする。
I
【日本古典文学学術賞】
当館賛助会では、日本古典文学会賞を継承し、若手日本古典文学等研究者の奨励、援助を目的
として、日本古典文学学術賞を制定している。
本学術賞の対象者は40歳未満の研究者であり、1回の授賞は3名以内までとしている。対象と
する業績は前年の1月から12月までに公表された、日本古典文学に関する論文又は著書としてい
る。
選考方法は、当館賛助会に設置している選考委員会委員からの推薦及び過去の受賞者からの推
薦による対象者の論文を選考委員会で審議を行うこととしており、受賞者には賞状と賞金20万円
を授与することとしている。
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■ 財務
（1）平成26年度予算について
当初配分額は、 1,212,520千円である。
このうち、当館の事業、研究及び管理のための予算として、人件費を除いた431,568千円に
ついて館内配分を実施した。
館内への予算配分に当たり、当館の中期計画及び年度計画に沿った事業については、各事
業部や研究部等から、館長、副館長、管理部長等がヒアリングを行い、前年度の執行状況や
決算等を総合的に勘案し、予算編成を行った。
（2）特別経費について
特別経費「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」の経費として
150,000千円が措置され、古典籍データベース研究事業センターを古典籍共同研究事業セン
ターに改組､特任准教授の採用及び館内の情報系教員のセンター併任による実施体制の強化、
館所蔵資料を中心に累計約54,000点の画像データを作成、総合書物学の構築を目指す共同研
究7件及び公募による共同研究5件を開始、国際共同研究準備研究2件を実施など、事業を着
実に推進した。
（3）危機管理について
防災対策の一環として、平成26年12月16日に立川消防署立会のもと、情報・システム研究
機構（国立極地研究所及び統計数理研究所） と合同地震火災総合訓練を実施した。
また帰宅困難者対策として200名分の毛布等の備蓄を確保した。
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付 賛助会
【概要】
国文学研究資料館では、平成19年度から、当館が行う日本文学研究の推進、若手研究者への奨
励、国際交流及び社会連携等の諸活動に幅広く支援を得るために賛助会を設置し、平成26年度の
会員数は、 .特別会員1名、賛助会員（個人）45名、賛助会員（団体）1名である。
【会員募集要項】
1募集対象
当館の事業趣旨に賛同する個人・団体を対象。
2会員期間
入会日から入会日の属する年度の年度末まで。
3寄附金
特別会員 一口 10万円
賛助会員（個人） 一口 3千円
賛助会員（団体） 一口 1万円
4入会申込みと寄附金払込みの方法
入会にあたっては、 「会員募集のご案内」に添付の申込書を郵送してもらう。
別途、当館から入金に関する案内を返送する。
5入会した際の優待
（1）当館が開催する講演会、展示、シンポジウム、研究集会等の催し案内を送付する。
（2）当館が刊行する広報誌（概要・ニューズ）を送付する。
（3）特別会員、 10口以上の賛助会員（個人）及び3口以上の賛助会員（団体）は、希望により
館内に名前（社名等）を掲示する。
（4）特別会員及び10口以上の賛助会員（団体）は、希望により当館のホームページに社名等を
掲載する。
（5）その他、当館が主催する催しについて各種優待をする。
【日本古典文学学術賞】
当館賛助会では、 日本古典文学会賞を継承し、若手日本古典文学等研究者の奨励、援助を目的
として、 日本古典文学学術賞を制定している。
本学術賞の対象者は40歳未満の研究者であり、1回の授賞は3名以内までとしている。対象と
する業績は前年の1月から12月までに公表された、日本古典文学に関する論文又は著書としてい
る。
選考方法は、当館賛助会に設置している選考委員会委員からの推薦及び過去の受賞者からの推
薦による対象者の論文を選考委員会で審議を行うこととしており、受賞者には賞状と賞金20万円
を授与することとしている。
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付賛助会
第7回日本古典文学学術賞（対象年：平成25年）
受賞者：木越俊介氏（山口県立大学国際文化学部准教授）
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研究業績：『江戸大坂の出版流通と読本・人情本』
清文堂2013年10月
｜
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付 賛助会
【概要】
国文学研究資料館では、平成19年度から、当館が行う日本文学研究の推進、若手研究者への奨
励、国際交流及び社会連携等の諸活動に幅広く支援を得るために賛助会を設置し、平成26年度の
会員数は、 .特別会員1名、賛助会員（個人）45名、賛助会員（団体）1名である。
【会員募集要項】
1募集対象
当館の事業趣旨に賛同する個人・団体を対象。
2会員期間
入会日から入会日の属する年度の年度末まで。
3寄附金
特別会員 一口 10万円
賛助会員（個人） 一口 3千円
賛助会員（団体） 一口 1万円
4入会申込みと寄附金払込みの方法
入会にあたっては、 「会員募集のご案内」に添付の申込書を郵送してもらう。
別途、当館から入金に関する案内を返送する。
5入会した際の優待
（1）当館が開催する講演会、展示、シンポジウム、研究集会等の催し案内を送付する。
（2）当館が刊行する広報誌（概要・ニューズ）を送付する。
（3）特別会員、 10口以上の賛助会員（個人）及び3口以上の賛助会員（団体）は、希望により
館内に名前（社名等）を掲示する。
（4）特別会員及び10口以上の賛助会員（団体）は、希望により当館のホームページに社名等を
掲載する。
（5）その他、当館が主催する催しについて各種優待をする。
【日本古典文学学術賞】
当館賛助会では、 日本古典文学会賞を継承し、若手日本古典文学等研究者の奨励、援助を目的
として、 日本古典文学学術賞を制定している。
本学術賞の対象者は40歳未満の研究者であり、1回の授賞は3名以内までとしている。対象と
する業績は前年の1月から12月までに公表された、日本古典文学に関する論文又は著書としてい
る。
選考方法は、当館賛助会に設置している選考委員会委員からの推薦及び過去の受賞者からの推
薦による対象者の論文を選考委員会で審議を行うこととしており、受賞者には賞状と賞金20万円
を授与することとしている。
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付賛助会
第7回日本古典文学学術賞（対象年：平成25年）
受賞者：木越俊介氏（山口県立大学国際文化学部准教授）
????。?????、????????????????????，????‐???‐?，??????????????????????????????????????????‐???????????‐????????????????????????????
研究業績：『江戸大坂の出版流通と読本・人情本』
清文堂2013年10月
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